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◆
歳
末
警
戒
実
施
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

【
実
施
期
間　

令
和
４
年
12
月
28
日

（
水
）
～
12
月
30
日
（
金
）
の
３
日
間
】

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、
僅
か
な
油

断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の
「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で

は
、
期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施

と
サ
イ
レ
ン
（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１

回
・
30
秒
間
）
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
し
て

　

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
頻
度
が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な

ど
を
乾
か
す
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真

上
や
近
く
で
干
す
行
為
は
非
常
に
危
険

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
り
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

指
す
「
三
な
い
運
動
」
（
贈
ら
な
い
、

求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者

が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る

こ
と
も
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

▼
政
治
家
の
寄
附
禁
止
の
対
象
例

・
お
歳
暮
、
お
年
賀
な
ど

・
落
成
式
、
開
店
祝
な
ど
の
祝
花
、
葬

儀
の
供
花
、
病
気
見
舞
い
な
ど

・
お
祭
り
へ
の
寄
附
、
差
し
入
れ
、
町

内
会
の
集
会
、
旅
行
な
ど
の
催
物
へ
の

寸
志
、
飲
食
物
の
差
し
入
れ

・
結
婚
祝
、
香
典
、
卒
業
祝
、
入
学
祝

な
ど

※
政
治
家
本
人
が
結
婚
披
露
宴
、
葬
式

な
ど
に
自
ら
出
席
し
て
そ
の
場
で
行
う

場
合
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

「
※
広
報
紙
「
総
務
省
」
（
２
０
２
２
年

12
月
号
）
よ
り

■
総
務
課
総
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
１

◆
令
和
５
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ

ン
吹
鳴

　

令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）
猿
払
村

役
場
駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
、
新
春
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る

予
定
で
す
。
挙
行
の
際
は
、
当
日
午
前

８
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
縮
小

し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
一
般
の
観
覧

は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
中
止
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
消
防
署
猿
払
支
署

☎
２
‐
２
１
１
９

　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な

ど
、
何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機
会
の
多

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
に
改

め
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
き

れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政

治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
（
１
世
帯
あ
た
り

５
万
円
）
は
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税

世
帯
や
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
支
援
す

る
新
た
な
給
付
金
で
、
受
給
す
る
た
め

に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
支
給
対
象
と
な
る
世
帯

・
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
「
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
」
の
世
帯

※
猿
払
村
か
ら
確
認
書
が
届
き
ま
す

（
要
返
送
）

・
令
和
４
年
１
月
～
12
月
の
収
入
が
減

少
し
「
住
民
税
非
課
税
相
当
」
の
収
入

と
な
っ
た
世
帯(

家
計
急
変
世
帯)

※
令
和
５
年
１
月
20
日
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
。

■
内
閣
府
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
５
２
６
‐
１
４
５

■
保
健
福
祉
課｢

住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金｣

窓
口

☎
２
‐
２
０
４
０

消
防
署
猿
払
支
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
三
な
い
運
動
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
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クリ粥祈りのカルテ２ ハヤブサ消防団

もうじきたべられるぼく うちのおかあちゃんふしぎ駄菓子屋　銭天堂１８

くじけるな。 やり直しができる

のが、 ひとの生涯。

長屋の桶職人の最期の願いを

叶えるため、 時季外れのクリ

を手に入れろ！

深川一の疾風駕籠の二人が希

望を信じて、 江戸の町を奔る、

奔る！

研修を経て、 循環器内科医となっ

た諏訪野良太は、 学会発表を終

えた帰り、 医学生時代の同級生

である小鳥遊に遭遇する。 小鳥

遊が連れていた研修医 ・ 鴻ノ池

に、 研修のエピソードを求められ

た諏訪野の脳裏に蘇るのは、 親

身に寄り添ってきた患者たちのこ

と。 まるで戦場のような救急部、

心の傷と向き合う形成外科、 かけ

がえのないある人との出会いと別

れを経験した緩和ケア科。 切なく

もあたたかな記憶の扉が今開く。

東京での暮らしに見切りをつけ、

亡き父の故郷であるハヤブサ地

区に移り住んだミステリ作家の

三馬太郎。 地元の人の誘いで

居酒屋を訪れた太郎は、 消防

団に勧誘され、 迷った末に入団

を決意した太郎は、 やがてのど

かな集落でひそかに進行してい

た事件の存在を知る。 連続放

火事件に隠された真実とは?ミ

ステリ作家vs連続放火犯、 のど

かな集落を揺るがす闘い!

「ぼくはうしだからもうじきたべ

られる」 もうじき食べられてし

まう牛が、 おかあさんに一目

会おうと、 生まれた牧場まで

会いに行くことに。 優しいお

母さんをみた牛がとった行動

は？改めて、 人は、 生き物に

生かされているのだ、 というこ

とを考えさせられる１冊。

おかあちゃんは、 ほとんど目が

みえない。 三味線をひくのがう

まい。口が悪くて、えばっていて、

たくましい。 ひとりでどこへでも

出かけていく。 みんなのことが、

ぼ～っとゆうれいみたいにしか

見えていない、 と言っていたお

かあちゃんの目が、 ある日とう

とう、 何も見えなくなった。

作者の小手鞠るいさんが目の見

えないお母さんに心を寄せて描

いたフィクション。

駄菓子の商品会議で、 企画が

出なくなった招き猫たちに、 紅

子は過去の思い出を語りはじ

める。 なにかアイデアの参考

になるかもしれないからだ。 紅

子はそのむかし、 行商スタイ

ルで、 ひとり駄菓子を売って

いた。 エピソードごとにその時

代の紅子の思い出や紅子と墨

丸の出会い、 銭天堂のお店を

かまえるまでを描く。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

山本 一力  著

小手鞠 るい  作

池井戸 潤  著

はせがわ ゆうじ
作

知念 実希人  著

廣嶋 玲子  作

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

12
月
は
「
道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納

期
で
す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
振
替
口
座
の
残
高
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

家
屋
（
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
住
宅
以
外

の
建
物
も
含
む
）
の
新
築
ま
た
は
増
築

が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
施
工
を
担
当
す

る
建
設
会
社
及
び
完
成
予
定
日
を
住
民

課
税
務
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
完
成
し
て
い
る
新
築
・

増
築
家
屋
で
、
未
登
記
か
つ
未
届
け
の

家
屋
が
あ
る
場
合
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　

完
成
後
に
は
固
定
資
産
税
算
出
の
た

め
、
新
築
・
増
築
部
分
の
家
屋
評
価
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
地
調
査
の

日
程
に
つ
い
て
税
務
係
よ
り
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
に
該
当
す
る
家
屋
は
、
届

出
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前

に
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
届
出
の
必
要
が
な
い
家
屋

・
確
認
申
請
、
工
事
届
を
建
設
課
建
築

係
に
提
出
し
て
い
る
家
屋

・
新
築
、
増
築
部
分
に
係
る
家
屋
評
価

が
既
に
終
了
し
て
い
る
家
屋

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

家
屋
の
新
築
・
増
築
を
す
る

予
定
が
あ
る
方
へ

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ


